
 

 

 

特別展「没後 30 年 菅井汲」の開催について 
 

１　要旨・目的 

広島県立美術館において、令和８年 10 月２日（金）から令和８年 12月６日（日）までの

間、特別展「没後 30年 菅井汲」を開催する。 

 

２　現状・背景 

広島県立美術館において、多様な美術鑑賞の機会を提供している中、今回は、広島にゆかり

があり、鮮やかな色彩と幾何学的な抽象表現で知られた画家・菅井汲の没後 30 年を記念した

回顧展を開催する。 
 

３　概要 

（1）実施主体 

菅井汲展実行委員会（広島県立美術館、（株）イズミテクノ） 

 

（2）実施期間（日時）  

会　　期：令和８年 10月２日（金）～令和８年 12月６日（日）（会期中無休） 

開館時間：９時～17 時 

（10 月２日は 10時開場。金曜日は 19 時まで開館。入場は閉館 30 分前まで。） 

 

（3）実施内容 

戦後パリを拠点に活躍した日本人画家・菅井汲の代表作のほか、彼の愛したポルシェや日

常の品々等を合わせて約 140 点を展示する。今回、「日本初公開」の作品も展示され、菅井

作品の変遷とその創作の秘密が明らかになる。 

このほか、所蔵作品展では、「没後 30年 菅井汲」に関連して、菅井をはじめとした前衛

美術作品を展示する。（10月 17 日～1月 17 日） 

 

４　予算（単県） 

     縮景園・美術館管理運営事業　75,910 千円（一部） 

 

５　その他（関連情報等） 

（1）縮景園及び他美術館との連携 

本展入館券の提示により、縮景園に 100 円で入園できる。　 

また、本展会期中、広島県立美術館、広島市現代美術館及びひろしま美術館の３館で特別 

展相互間の割引を実施する。 

（特別展チケット（半券可）の提示で、当日料金を 100 円割引） 

 

（2）関連ホームページ  

広島県立美術館ホームページ：https://www.hpam.jp/museum/
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